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【問題踏切の主な要件】 
 

 

Ⅰ 開かずの踏切（ピーク遮断時間40 分／時以上） 

Ⅱ 自動車交通の著しい踏切（５万台時／日以上※1） 

Ⅲ 歩行者・自転車交通の著しい踏切（２万人台時／日以上※1 他） 

Ⅳ 歩道が狭隘な踏切（踏切部の歩道と前後の歩道の幅員差1.0m 以上 他） 

Ⅴ 事故多発踏切（直近５年間で２回以上） 
Ⅵ 通学路交通安全プログラムに位置づけられ特に安全確保が必要な踏切 

※１ 踏切遮断時間×交通量 

※２ 道路改良事業区間内の踏切や地元要望があり鉄道事業者と協議中の 

踏切などで、計画期間内に事業を実施する予定がある踏切を含む。 

踏切事故は、依然として約１日に１件、約3 日に１人死亡するペースで発生！ 
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 踏切すっきり安心プラン（2019～2023 年度） 

目的 踏切による渋滞の解消や歩行者の安全確保を図るため、踏切対策を計画的に推進します。 

目標 2023 年度末までに、問題踏切５８箇所で対策を実施します。 

目標 

踏切拡幅（歩車分離） 道路の立体交差 
自動車交通が著しく渋滞が発生している踏切等において、道路

の高架化や鉄道の高架化により、道路と鉄道を立体交差化し、

交通の円滑化及び通行の安全を確保します。 

立体交差などの抜本対策の実施までに長期間を要する踏切に

おいて、歩道部分のカラー舗装化や注意喚起の看板を設置し、

通行の安全を確保します。 

［主な踏切］ 

注意喚起対策 

［主な踏切］ ［主な踏切］ 

 

 

カラー舗装 注意喚起看板 

歩行者や自転車が多い踏切や前後の道路と比べて踏切が狭く

危険な踏切について、踏切の拡幅により歩行者や自転車と自動

車を分離し、通行の安全を確保します。 

対策前 対策後 道路の高架化

踏切は、深刻な渋滞や重大な事故につながるなど、人やモノの安全で快適な移動の障害となります。 

そのため、県では、踏切による渋滞の解消や歩行者の安全確保を図るため、1970 年代以降に鉄道の高架化により、 

阪神鳴尾駅付近など 10 地区で計 103 箇所の踏切を除却してきました。また、2007 年度から、「踏切すっきり安心プラ

ン」を２期にわたり推進し、踏切拡幅などに取り組み、計78 箇所の対策を実施してきました。 

2019 年度からは、引き続き踏切対策を推進するため、市町や鉄道会社と連携しながら、2023 年度末までの５年間に、

問題踏切58 箇所で、踏切拡幅や道路の立体交差などの対策を実施します。 

【問題踏切とは】 
自動車交通の著しい踏切 歩行者・自転車交通の著しい踏切 歩道が 狭

きょう

隘
あい

な踏切 

鉄道の高架化 

  

県道野谷平岡線 長ヶ林東踏切（加古川市） 市道主33 御園高江宮浦線 塚口踏切（尼崎市） 市道逆瀬川停留所線 逆瀬川踏切（宝塚市）  

（年度） 
（出典：国土交通省ＨＰ） 

（人） 

（人） 

（件） 

県道宍粟香寺線 第二西川踏切（姫路市） 県道網干たつの線 村東踏切（たつの市） 山陽電鉄本線西新町駅付近（明石市） 国道250 号 岩鼻踏切（姫路市） 
※完成イメージ 

市道甲第30 号線 門戸道踏切（西宮市） 

絹延橋第１踏切（川西市）、堂の前踏切（小野市） 茶ノ木踏切（姫路市）、村東踏切（たつの市） 芦屋駅踏切（芦屋市）、飾磨東踏切（姫路市） 

 


